
平成２８年４月２１日開催教育委員会会議記録 
 

１ 開会・閉会等について 
日  時 平成28年4月21日（木） 午後3時00分 

場  所 教育委員会室 

開  会 午後3時00分 

閉  会 午後3時54分 

 
出席委員 
  教   育   長    加  藤  裕  之 
  委       員    雁  部  隆  治 
 委       員    阿  部  博  道 
 委       員    坂  根  慶  子 
 委       員    淺  松  三  平 

  
 説明のために出席した職員 
   教 育 委 員 会 事 務 局 次 長   後  藤  隆  宏 
 
                 
 
       
   学  務  課  長   須  藤  浩  司 

指  導  室  長   月  田  行  俊 
   生 涯 学 習 課 長   岡  本  香  織 
   スポーツ 振興課長      佐 久 間  英  樹 
   ひ き ふ ね 図 書 館 長      石  原  恵  美 

 
２ 議題について 
 ⑴ 議決事項 

第１ 議案第３９号 墨田区立小中学校の主任の発令について 

第２ 議案第４０号 ＰＴＡ退任役員に対する感謝状の贈呈について 

第３ 議案第４１号 教育委員会だより（教員用）の配布について 

 

⑵ 報告事項 

   第１ 教育課題の進捗状況について 

   第２ 平成２８年度墨田区学校安全衛生管理者等の選任及び指名について 

   第３ 平成２８年度墨田区立小中学校学級編制について 

   第４ 学力向上「新すみだプラン」について 

高  橋  宏  幸 教育委員会事務局参事 
（すみだ教育研究所長事務取扱） 

教育委員会事務局参事 
（庶務課長事務取扱） 岸  川  紀  子 



   第５ すみだ幼保小中一貫教育推進計画（概要版）の配布について 

   第６ 墨田区立図書館（緑、立花、八広）の大規模改修工事に伴う図書館業務の縮小及び臨時休

館について 

 

３ 会議の概要について 
○ 教育長 ただ今から教育委員会を開会します。本日の会議録署名人は阿部委員にお願いします。本

日は、議決事項３件、報告事項６件を予定しております。 
 

議決事項第１・・・資料Ｐ１～３ 

議案第３９号「墨田区立小中学校の主任の発令について」を上程し、指導室長が資料のとおり説明す

る。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
（質疑・意見なし） 

○ 教育長 それでは、議決事項第１・議案第３９号「墨田区立小中学校の主任の発令について」は、

原案どおり発令することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 教育長 それでは、原案どおり発令することとします。 
 
議決事項第２・・・資料Ｐ４～５ 

議案第４０号「ＰＴＡ退任役員に対する感謝状の贈呈について」を上程し、生涯学習課長が資料のと

おり説明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
（質疑・意見なし） 

○ 教育長 それでは、議決事項第２・議案第４０号「ＰＴＡ退任役員に対する感謝状の贈呈について」

は、原案どおり贈呈することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 教育長 それでは、原案どおり贈呈することとします。 
 
議決事項第３・・・資料Ｐ６～８ 

議案第４１号「教育委員会だより（教員用）について」を上程し、すみだ教育研究所長が資料のとお

り説明する。 

○ 教育長 １点確認ですが、これは配布するだけですか。 
○ すみだ教育研究所長 教員に対しての浸透方法については、校長先生に対して職員会議等で配布し

てもらう予定です。本日の決定を受けた後に、全校長先生へメール送付します。その後、幹事校長

会、校長会、その他教育委員会が主催する各種研究会等で説明を繰り返していきます。校長先生か

らもしっかりと指示していただきたいと考えているところです。 
○ 教育長 校長先生に趣旨を説明して、配布してもらうということでよろしいですか。 
○ すみだ教育研究所長 はい。そのとおりです。 
○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 淺松委員 これを単純に配布するだけではなくて、学校経営や中身が特に子どもたちによりよい学



力をつけていくという授業改善に絡むということであれば、あるいは校長自身の日々の授業観察の

改善も含め、この時期に年間指導強化計画とか評価計画を作り、異動によって教科の先生も入れ替

わっておりますので、そういうところをきちんと押さえながら授業改善していく必要があります。

私がこちらの訂正を入れさせていただいたときに、資料の３行目にある「きめ細やかな分析・評価」

と申し上げたのは、あくまでテストの分析であり、評価は授業での評価、そういった評価計画に基

づく評価をきちんとぶれないようにしていかないと結果的に何をどう授業改善していくのかが、校

長にも見えなくなるので、そこのあたりはおそらく各学校で校長がどのように職員に周知徹底して

いくのかが、大きなカギになっていくと思います。 
○ すみだ教育研究所長 そのような趣旨を踏まえて、各校長先生からもお話しいただきたいと考えて

います。 
○ 坂根委員 私もいくつか意見を述べましたが、かなりよいメッセージになっていると思います。気

の付いたことを申し上げますが、文言に「分かりやすい」が見られますが、「分かりやすい」という

ことと「分かる」ということは別です。「分かりやすい」というのは教授技術の用語であり、学習者

が理解できていることとは別です。「分かる」か「分からないか」ということをはっきりと書いた方

がよいと思います。 
○ 教育長 この趣旨を踏まえて、「分かる」ということでよろしいですね。 
○ 坂根委員 はい。 
○ 阿部委員 後はこれを具体的にどう実現していくかというのが課題になっていきますね。 
○ 教育長 これは教育委員会名で出すということですね。 
○ すみだ教育研究所長 はい。 
○ 教育長 それでは、議決事項第３・議案第４１号「教育委員会だより（教員用）について」は、原

案どおり決定することにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
          （「異議なし」の声あり） 
○ 教育長 それでは、原案どおり決定することとします。 
 

報告事項第１・・・資料Ｐ９～１０ 

「教育課題の進捗状況について」、所管課長が資料のとおり説明する。 

○ 庶務課長 （学校校舎等の改築・改修事業について及び学校ＩＣＴ化の推進について説明） 
○ 指導室長 （いじめ・不登校防止対策事業について説明） 
○ 教育長 いじめ・不登校調査の結果はまとまっていますか。 
○ 指導室長 いじめ・不登校調査を３月に行ったもので、速報値ですが、いじめは、平成２７年度は

４９件、平成２６年度は８４件、平成２５年度は６８件、いじめ防止推進条例等の取組により、大

分改善されているのではないかと考えております。また、不登校は、平成２７年度は２００件、平

成２６年度は２１４件、平成２５年度は２１１件ということなので、多少ではありますが、減少し

ているということになります。 
○ すみだ教育研究所長 （学力向上３か年計画について及び幼保小中一貫教育について説明） 
○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 坂根委員 あわの自然学園の改修工事ですが、４月中の完成ということで子どもたちの利用に支障

はありませんか。 
○ 庶務課長 はい、２月２０日に概ね屋根の工事は完了しており、２８年度は内装の工事ですので、



子どもたちの利用は大丈夫です。 
○ 坂根委員 子どもたちの利用に影響がないようにお願いします。 
○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 

報告事項第２・・・資料Ｐ１１～１４ 

「平成２８年度墨田区学校安全衛生管理者等の選任及び指名について」、庶務課長が資料のとおり説

明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 淺松委員 安全衛生委員会は、年に何回行われるのですか。それから小学校は入っていませんが、

中学校と校長会が交代で行うのですか。 
○ 庶務課長 まず、会議ですが、全員集まる会議が年２回あります。巡視（職場の見回り）と相談会

については、年８回程度行います。現場の学校では先生方がおられますので、場所を変えて区役所

で行う相談会を２回、講演会を１回予定しております。それから、小学校と中学校については、毎

年度、幼少中の校長会長から先生の代表を１人ずつ選んでいただいており、昨年度は小学校でした

ので、今年度は中学校から、来年度は幼稚園からを予定しています。 
○ 坂根委員 衛生推進者ですが、吾嬬第二中学校は、副校長と主幹養護教諭と２名となっているのは

なぜですか。他の中学校は、１名ずつになっています。 
○ 庶務課長 学校によっては、養護教諭も入っており、１名でなくてはならないというものではあり

ません。 
○ 雁部委員 労働の安全確保ということですが、先生方の健康状態の確認というのも入っているので

すよね。普通の企業だと年１回は健康診断があるわけですが、学校はそういうのはありますか。 
○ 庶務課長 学校においても、教職員に年１回の健康診断の実施を義務付けられております。それと

は別の職場環境の観点から安全衛生を行うというものです。 
○ 阿部委員 この委員等を選ぶのは誰で、委員会を開催する主体は誰ですか。各学校が行うものです

か。教育委員会が行うものですか。 
○ 次長 基本的には、教育委員会から推薦を受けて行うという組立になっています。 
○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 
報告事項第３・・・資料Ｐ１５ 

「平成２８年度墨田区立小中学校学級編制について」、学務課長が資料のとおり説明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 坂根委員 梅若小学校がかなり減っているのは、杭打ちデータ偽装の風評のせいでしょうか。 
○ 学務課長 あくまでも噂であることですから、それが理由というような話は聞いておりません。結

果として、梅若小学校以外を選択される方が多かったということです。 
○ 坂根委員 その分、隅田小学校が多かったというのは、そういった理由ということですか。 
○ 学務課長 そうですね、理由としてはいろいろ言われておりますが、確認はとっておりませんので、

隅田小学校を選択される方が今年は多かったという結果です。 
○ 雁部委員 小学校が来年度から学区域が限定されると思うのですが、今年度、子どもたちがその学

区域内で入学する比率や他区域を選んだ比率というのを出していただくと参考になると思いますが、

後で出してもらえますか。 



○ 学務課長 お出しできると思います。 
○ 雁部委員 それから、これはブロックで出してもらった方がいいと思います。 
○ 学務課長 はい。 
○ 教育長 では、次回に用意するということでよろしいですか。 
○ 学務課長 はい。 
○ 淺松委員 夜間中学の例の入学について、これから動きが出てくるのでしょうけれど、特に都教委

から各夜間学級設置校に対しての何か動きはありますか。それは行政や自治体に任せているという

意味合いが強いですか。 
○ 学務課長 それは、不足者の対応という意味でしょうか。それとも普通の入学ですか。 
○ 淺松委員 入学です。 
○ 学務課長 全ての入学者ということでしょうか。 
○ 淺松委員 今まではいわゆる卒業しても不登校の子どもだったりが、卒業を理由に入れなかったり

とか、それがこれからは入れるようになってきますよね。 
○ 学務課長 都教委の方でパンフレットを作っており、学務課が対応しています。基本的には、学齢

簿自体が１５年保存なので結局捜索しても廃棄されている例が多いということもあり、つまりは話

を聞いたり、お住まいになっていた自治体に問い合わせたりと、調査して判断することになります。

何件か問い合わせはありましたが、それに該当するような方はいらっしゃいませんでした。 
○ 淺松委員 都教委の方で、年１、２回とか校長会や担当指導主事との会議をやっているようですが、

実際はその中で特にお互い情報交換していくなど、墨田区独自でやっていかないのですか。 
○ 学務課長 それについては、夜間中学校の校長会の集まりがあり、ある程度統一したルールでやら

なければいけないということは、校長の間では話しています。 
○ 教育長 夜間中学については、最近文科省の方でパンフレットを作っていますが、学務課長から都

教委の方へそのような話はできるものなのでしょうか。淺松委員が言ったように学校間だけではな

く、やはり教育委員会が設置管理者としてそのような情報交換をすることが必要だと思います。 
○ 学務課長 設置区の自治体の課長と電話で話をしてみたりはしていますが、設置していない区はあ

まり関心がないというのが実態です。 
○ 教育長 ただ学校任せにするのではなく、教育委員会が設置管理者として考える必要があります。

それについては、私の方からも都の地域支援部長の方に話をしておきます。 
○ 教育長 その他に何かありますか。 
○ 阿部委員 小学校でみると、多いところと少ないところと１年生で３倍くらい差がありますが、こ

れは人口だけが理由ではないですよね。学区域の調整というのは考えられないですか。例えば、バ

ランスを取ってなるべく同じような規模になることが望ましいのではないかと思うのですが、学区

域を調整するというのは難しいことなのでしょうか。 
○ 学務課長 基本的には南部の学校が多い傾向になっています。調整ということになってもなかなか

難しい状況ではあります。住民基本台帳上の数で割振りをしておりますが、収容についてはきちん

と配慮して必要な工事をして教室を確保するという対応をしています。 
○ 阿部委員 学校として、人数的に小さい学校と大きい学校とで、あまりばらつきがあると、行事を

するにしても何となく開きができてしまうのではないか、また、ある程度の数がまとまらないと、

力が出ないことがあるのではないかと想像するのですが、何か増やすとかバランスを取るとかとい

った方法はないのでしょうか。学区域を調整することで対応できるのではないかと思ったものです



から。 
○ 次長 この小学１年生の結果は、学区域の大きさというのもありますが、学校選択制の結果でなっ

たということも正直あり、選択制の結果というところもありますので、学区域の人数がもともと小

さすぎる、大きすぎるという問題よりも、理由としてはそちらのほうが大きいと考えられます。 
○ 阿部委員 来年は、また状勢が変わるということがあるかもしれませんね。 
○ 次長 そうですね。ただ、乳幼児の人口は増えている傾向にはあります。 
○ 坂根委員 この児童の増えている傾向で、今年度は昨年度より６４人増えていますが、それに合わ

せて教室を確保しているという中で、特別教室が使えなくなっている状況もありますか。 
○ 学務課長 空き教室の転用ということもしており、足りなければ、現在、パソコンルームがタブレ

ット化しておりますので、そういった状況で応用していくような対応を考えておりますが、今のと

ころはまだそのような状況にはなっておりません。 
○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 
報告事項第４・・・資料Ｐ１６ 

「学力向上『新すみだプラン』について」、すみだ教育研究所長が資料のとおり説明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 淺松委員 墨田区の学習状況調査をこれから（４月２５日）実施するということですが、その結果

は、業者から例えば速報値はいつ頃提出されますか。もし、自分が校長をやっているということに

なれば、例えば、中１だと小６の部分の履修でどの程度の設問に対して回答ができているかという

自己採点をやって、授業だけではなくて放課後の補修等にも連動させていきたいとなったときに、

業者から速報値という形で出してもらえれば、自分の学校の中で自主的に自己採点した結果と照ら

し合わせながら、色々な案が組める、今後の策が増えると思います。それが７月になってしまうと

すぐに夏休みにずれこんでしまいます。そのあたりを、例えば、学校の推進会議などといったとこ

ろで何か話題になったということはありませんか。 
○ すみだ教育研究所長 ６月中旬頃に速報値を予定しています。それに合わせて７月から８月にかけ

て各校で後期の改善に向けていろいろ検討してもらうという形をとっています。７月の夏休み前に

は、きちんとした形にはまとまってはおりませんが、各校において弱点は把握できていますので夏

休み前の保護者会等で一人一人の子どもたちに結果を返しながら各人の弱点を話し、夏休みの中で

解消してもらうという形をとっているのが実状です。もう少し早めにという点では、自己採点は、

今はしておりませんし、推進会議等で自己採点を例えば４月２５日にしたから５月の連休明けに早

めにするといったような話も出ておりません。 
○ 淺松委員 そういう話ではなく、いわゆる速報値というのは、たぶん全国に業者が掲げた目標値と

いうのが出てくると思うのですが、それらを区一律にとか校長会とかで、自己採点やりましょうと

言うのは、ましてや東京都は、都の問題について自己採点しているため、さらに時間がかかります

ので、色々な学校のモチベーションやモラルといったところもありますが、こういうことを経営の

中に入れながら、いち早く子どもの実態をつかもうとしたり、また、学校の規模にも合わせたりす

ることで、何か役に立てるような道を見つけることができると思います。例えば速報値から、目標

値は大体全国平均ではこのくらいだと分かる、この問題の設問テストはこういうことを言っている

というのが分かるなど、多いに活用できるという理由から必要だと思います。 
○ すみだ教育研究所長 はい、個々人のデータは６月下旬までには戻ってきますので、もう少し早い



時期にという点は、業者と相談してみます。 
○ 教育長 淺松委員が言われたことを業者と話して、可能であれば学校の方に早めに渡すということ

でお願いします。 
○ 坂根委員 すみだチャレンジ教室について、私も何度か行きましたが、例えば小規模校だと、ある

程度の人数が集まらないということがありますので、それをブロックで３０人くらいにまとめると

かして、できるだけ多くの児童・生徒に機会を与えられないでしょうか。区内で同じ教科書を使っ

ているということもありますので、できるのではないでしょうか。 
○ すみだ教育研究所長 その点については、我々も問題視していましたので、複数校での実施も可能

としたところ、早速、梅若小と隅田小においての２つの学校が合わさったチャレンジ教室、半分が

梅若小で実施、もう半分が隅田小で実施するという初めてのケースが出てきました。引き続き実施

していきたいと考えています。 
○ 雁部委員 新規採用教員の大量採用ということで、子どもたちの教育だけでなく、先生方がしっか

り子どもたちを指導できるという状況が大事なので、若手の教員の教師力にはぜひ力を入れていた

だいて、墨田区をよりよくするために頑張っていただきたい。 
○ 指導室長 研修室に教育アドバイザーがおり、必ずその先生方が複数回にわたって指導案のチェッ

ク、実際に授業を見た上での指導、悩みを含めた助言等について、引き続き行っていきます。また、

指導室が学校訪問に行った際には、意図的に若手の方を見ていくことに取り組み、事務係長も実際

に授業を見て、指摘をしていくことを同様に行っていきます。これからも可能な限りバックアップ

していけるように頑張っていきたいと思っています。 
○ 教育長 学校の中で、必ず指導教諭が付きますよね。 
○ 指導室長 はい、必ず付きます。 
○ 教育長 学校の中では、独りというとことはなくて、必ず指導教諭が付いて補佐をするということ

ですよね。 
○ 指導室長 学校によっては、完全にベテランの非常勤の先生が同じ担任として付いて、１年間指導

するといったシステムがありますので、これからも活用していきます。 
○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 
報告事項第５・・・資料「すみだ幼保小中一貫教育推進計画（概要版）」 

「すみだ幼保小中一貫教育推進計画（概要版）の配布について」、すみだ教育研究所長が資料のとお

り説明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
（質疑・意見なし） 

○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 

報告事項第６・・・資料Ｐ１７～１８ 

「墨田区立図書館（緑、立花、八広）の大規模改修工事に伴う図書館業務の縮小及び臨時休館につい

て」、ひきふね図書館長が資料のとおり説明する。 

○ 教育長 ただいまの説明について、何かご質疑・ご意見はありますか。 
○ 阿部委員 立花、八広図書館については、約３か月の臨時休館となりますが、それと比較して、緑

図書館については大規模改修にもかかわらず、臨時休館は前半と後半合わせて約１か月で済むとい



うのは、どのような理由からでしょうか。 
○ ひきふね図書館長 緑図書館に関しては、天井を抜くといった内部の改修工事がなく、外壁防水工

事、１階、２階のレイアウト変更が主となっており、３館の中では比較的大規模な工事を予定して

います。外壁塗装が主な工事になりますので、工事中に臨時の仮設カウンターを設置しながらの開

館が可能となります。 
○ 阿部委員 立花、八広図書館については、内装を全部やり直して新しくなるということでしょうか。 
○ ひきふね図書館長 主に壁や天井の張り替え等を行ってリニューアルします。また、先ほどの説明

に補足しますと、立花、八広図書館については、内装の改修工事となっており、いずれも照明のＬ

ＥＤ化、幼児コーナーの段差解消、トイレ改修、閲覧スペースの新設等の工事を予定しています。

内部の改修工事をするにあたり、書架資料を一時的に別の場所へ移動する作業が伴いますので、資

料搬出搬入の時間を要することから、工事期間が長くなっております。なお、１１月に立花、八広

の臨時休館が重なりますが、その間は、緑図書館が臨時の仮設カウンターで稼働しておりますので、

３館同時に休館するということはありません。 
○ 教育長 それでは、報告承りました。 
 

その他 

墨田区立中学校インターネット・ＳＮＳ使用ルール宣言について 

○ 坂根委員 ４月６日の朝日新聞東京版に掲載された「インターネット・ＳＮＳ使用宣言ルール」に

ついての記事に、区立中学校の３年の生徒たちが作成したルールが非常によいものとなっておりま

す。２年前（平成２６年度）に教育委員会がこういうルール作りを生徒会でやってはどうかという

提案をし、また、それに基づいて青少年育成委員が大々的なキャンペーンをしました。それらが実

を結び、子どもたち自身が自らルール作りをしたのは大変に結構なことだと思います。 

○ 指導室長 これは、墨田区立中学校生徒会サミットに出されたものですので、今度の生徒会サミッ

トでは検証作業も合わせてやる形になろうかと思います。 

 

教育委員会だより（保護者用）について 

○ 坂根委員 「ご入園おめでとうございます」というちらしについて、児童、生徒、幼稚園児に対し

て教育委員会からのお知らせが入学式の時に配布されました。私の友人が来賓として招かれた際に

目にして、教育委員会に対して親しみももてるし内容もよかったと、大変好評でしたので、来年度

もよろしくお願いします。 

○ 雁部委員 このちらしは、学校によっては保護者に配られない場合もあるようですが。 

○ 庶務課長 今後は、きちんと揃えて、配布が行きわたるようにしたいと思います。 

○ 坂根委員 基本は保護者だけですが、ほかにも来賓の方、委員の方と入学式に来られた方全部に配

っていると聞いておりますが。 

○ 庶務課長 どこまで配るかということもありますので、学校とも調整をしたいと思います。 

 

○ 教育長 以上で、教育委員会を閉会します。 

 


